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当てる確率 (Grifiin & Ross, 1991)、自分が飲み物を不味いと思ったことを相手が言い
当てる確率 (Gilovich, Savitsky, & Medvec,1998)、自分の不安や緊張感が相手に伝わっ
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捉える傾向は、自己中心性バイアス (egocentric bias, egocentrism) と呼ばれている 
(e.g., Gilovich, 2002; Ross, Greene & House, 1977)。 
自己中心性バイアスは、「このくらいは、わかるだろう」という過度な期待や、「な
んでわかってくれないのだ」という不満の原因となりうるなど、対人相互作用に悪影響
を及ぼすことが多い※1 (e.g., Chambers & De Dreu, 2014)。そこで、自分の視点を離れ
て他者の心的状態を想像・理解する (以後、心的視点取得※2 (perspective taking; Davis, 







安, 2012)、事前に相手とコミュニケーションをとる (林・三輪, 2011)、相手の気持ちを
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とが報告されている (e.g., Shelton, Clements-Stephens, Lam, Pak, & Murray, 2012; 
Thakkar, Brugger, & Park, 2009)。また、誤信念課題 (Wimmer & Perner, 1983) など
メンタライジング課題があまり得意ではないことが知られている自閉症スペクトラム
傾向が高い人は (cf. Batson, 2009; Davis, 1994)、自閉症スペクトラム傾向が低い人と
比較して、仮想的身体移動が得意でないことが示されている (Hamilton, Brindley, & 







間的視点取得能力との関連を示した研究として Erle and Topolinski (2015) が挙げられ
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性はたびたび指摘されている (e.g., 相川, 2000; 2008)。従って、実際の遂行状況と一致
しているかについては疑問が残る。今後、実際に他者の心的経験の正確さを測定する実
験的パラダイムを用いて検証することが必要であろう。 














という知見もある (e.g., Murray, Holmes, Bellavia, Griffin, & Dolderman, 2002）。 
 
注 2：古くから 3 つの視点取得の存在が指摘されてきた。知覚的 (visuo-spatial)、認知
的 (cognitive)、感情的 (affective) 視点取得である (see, e.g., Davis, 1994; Enright & 
Lapsley, 1980; Ford, 1979)。近年、感情的と認知的視点取得の測定には、同じ様な方法
が使用されており、2 種類の境界はほぼ消失している (Erle & Topolinsk, 2017)。本稿
では、Erle & Topolinsk (2017) に倣って、後に登場する空間的視点取得（知覚的 (visuo-
spatial) 視点取得に相当）と区別する為に、後者２つをまとめて “心的視点取得 




類されており、レベル 2 の過程が心的視点取得と類似している可能性が指摘されている 
(Kessler & Rutherford, 2010; Kessler & Thomson, 2010)。 
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追記：本稿は、京都学園大学平成 29 年度奨励研究助成を受けた研究成果の一部である。 
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